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硫黄による架橋について(2)

前回 1) 紹介したように 加硫促進剤の種類によってス

コ ー チ， 加硫速度，加硫トルクが大きく変わることがある．

加硫促進剤の種類は数多くあり， これらをうまく組み合わ

せることによっていろいろな加硫曲線を描かせることがで

きる．

今回はチアゾ ー ル系加硫促進剤の加硫について紹介す

る． 表1に代表的なチアゾ ー ル系加硫促進剤を示した．

表1 チアゾー ル系加硫促進剤

加硫促進剤名 化学構造

ノクセラー M 口〗SH

ノクセラー DM □〗-s�s--<□□
ノクセラー MZ 口□〗S-Zn-S�ニ

ノクセラー M-60-0T □□ �SH NH2《□

ノクセラー MOB □ CJ----s-s-N�。

s \_/ 

ノクセラー 64 □〗〗 ,C2Hs
S- -N 

迄H5

チアゾ ー ル系加硫促進剤を lphr 配合した天然ゴムの加

硫は ， 図1のようになる. M, DM, MZは， 同じような

加硫仙線であるが ， 化学構造中にアミンを有しているもの

は， 特徴的な仙線をしてる. M-60-0Tは， Mとシクロヘ

キシルアミンの塩であるため， 加硫中でのアミンの解離が
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図1 チアゾー ル系加硫促進剤の加硫rtll線
KR 100, ステアリン酸3, 酸化亜鉛5, HAF 40, 硫黄l , 1JII硫促進剤l
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図2 加硫促進剤の併用

12 
時間/min

速く，加硫も速くなる．

MOBは， スルフェン

ァ嘗ミド系と類似した化

学構造のため， スコ ー

チが遅く ， 加硫速度が

速くなる．

チアゾ ー ル系加硫促

進剤は， 単独でも使わ

れることが多いが， 他

の加硫促進剤を併用す

ると ， 加硫促進剤を単

独で使用するより， 効率的なことが多い。 1種類の加硫促

進剤を多量配合しても加硫速度， 加硫ゴム物性は一定以上

上昇しない． 種類の異なる加硫促進剤を上手に組み合わせ

ることは， 少量配合でも優れた加硫速度 ， 加硫ゴム物性が

得られる. OMとDの併用例を図2に示した. OMあるい

はD単独で増量するより， おのおのを併用したほうが効率

的である. OMとDは図3に示すように錯体を形成するこ

とにより， Zn ー硫黄結合を不安定化し加硫を促進するとい

われている2).
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図3 OMとDの錯休
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが結果をすべて確実に保証する

ものではありません．
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